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11月の主な活動
 2日 第26回年次大会

 5日 第28回連合新潟
 女性委員会総会
  第28回連合新潟
 青年委員会総会

 12日 第3回医療部門連絡委会

 16日 第1回四役会議

 29日 第1回執行委員会

Ａ ：�　期間の定めのあることによる不合理な労働条件は禁止。　
職場の問題として、会社と交渉し改善をはかる。

　労契法第20条では、労働条件格差の是正をはかる観点から、有期契約労働者と無期契約
労働者との間で、期間の定めがあることにより不合理に労働条件を相違させることを禁止し
ている。

対象となる労働条件
　賃金や労働条件等の狭義の労働条件だけでなく、労働契約の内容となっている災害補償、
安全管理、服務規程、教育訓練、福利厚生など、すべての労働条件が含まれる。

Ｑ：�６ヵ月の契約社員で働いている。
　正社員と同じ仕事をしているが、正

社員には全額支給の通勤交通費が契約

社員には一切支給

されていない。

　

一
〇
月
十
九
日
、
燕
三
条
地

場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
リ
サ
ー

チ
コ
ア
で
「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・

ワ
ー
ク
世
界
行
動
デ
ー
10
・
19

新
潟
集
会
」
を
開
き
、
約
一
五

〇
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

一
〇
月
二
七
日
、
連
合
新
潟

は
、
新
潟
労
働
局
か
ら
長
時
間

労
働
削
減
を
は
じ
め
と
す
る

「
働
き
方
改
革
」
に
向
け
た
取

り
組
み
の
要
請
を
受
け
ま
し
た
。

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク

（
働
き
が
い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
仕
事
）を
求
め
て

新
潟
労
働
局
か
ら

長
時
間
労
働
削
減
の
協
力
要
請

　

一
一
月
二
日
、
新
潟
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
に
て
、
連
合
新
潟
第

二
六
回
年
次
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

大
会
に
は
代
議
員
・
特
別
代

議
員
な
ど
お
よ
そ
一
四
〇
人
が

出
席
し
、
う
ち
女
性
の
出
席
は

二
一
人
で
し
た
。
大
会
議
長
に

は
桑
原
典
子
さ
ん
（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン

セ
ン
）、
近
藤
美
里
さ
ん
（
Ｊ

Ａ
Ｍ
新
潟
）、
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
齋
藤
会
長
は
、
二

〇
一
七
年
度
活
動
計
画
の
大
き

な
柱
を
、
連
合
が
掲
げ
る
わ
が

国
の
め
ざ
す
べ
き
社
会
像
で
あ

る
「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安

心
社
会
」
の
実
現
と
、
連
合
結

成
三
〇
周
年
の
二
〇
二
〇
年
ま

で
に
実
現
さ
せ
る
「
一
〇
〇
〇

万
連
合
実
現
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

く
組
織
拡
大
の
継
続
と
し
、
連

合
新
潟
の
運
動
に
関
わ
る
「
組

織
拡
大
」「
安
心
社
会
」「
政
治

課
題
」
の
三
つ
の
切
り
口
で
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
来
賓
と
し
て
出
席

さ
れ
た
新
潟
県
、
新
潟
労
働
局
、

新
潟
県
労
働
金
庫
、
新
潟
県
総

合
生
協
、
民
進
党
新
潟
県
連
、

社
民
党
新
潟
県
連
合
の
代
表
者

か
ら
あ
い
さ
つ
を
も
ら
い
ま
し

た
。

　

審
議
事
項
で
は
、「
二
〇
一

七
年
度
活
動
計
画
」「
二
〇
一

七
年
度
財
政
」「
連
合
新
潟
規

約
・
規
則
等
の
見
直
し
」「
役

員
交
代
」「
退
任
役
員
の
表
彰
」

に
つ
い
て
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、皆
川
代
議
員（
自

治
労
）
か
ら
今
回
の
県
知
事
選

の
対
応
や
、
夏
の
参
院
選
で
の

野
党
共
闘
の
取
り
組
み
、
今
後

の
政
治
対
応
に
つ
い
て
、
宮
沢

代
議
員
（
全
自
交
労
連
）
か
ら

は
新
潟
交
通
圏
ハ
イ
タ
ク
カ
ル

テ
ル
問
題
の
経
過
と
今
年
九
月

の
東
京
高
裁
で
の
判
決
結
果
、

そ
し
て
今
後
の
取
り
組
み
へ
の

支
援
と
感
謝
に
つ
い
て
、
ま
た

大
滝
代
議
員
（
自
治
労
）
か
ら

労
働
条
件
関
係
で
春
季
生
活
闘

争
の
取
り
組
み
と
労
働
法
制
に

対
す
る
規
制
緩
和
、
最
低
賃
金

に
関
す
る
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

終
盤
に
は
、
退
任
し
た
小
熊

執
行
委
員
（
自
動
車
総
連
）
と

新
た
に
任
に
就
い
た
川
﨑
執
行

委
員
（
自
治
労
）、
田
辺
執
行

　

厚
生
労
働
省
は
毎
年
一
一
月

を
「
過
労
死
等
防
止
啓
発
月

間
」
と
し
て
お
り
、
過
労
死
の

防
止
等
へ
の
理
解
を
深
め
る
た

め
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
開
催
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

新
潟
労
働
局
か
ら
は
、
労
使

の
間
で
長
時
間
労
働
の
撲
滅
や

ノ
ー
残
業
デ
ー
の
設
定
、
有
給

休
暇
の
取
得
向
上
な
ど
を
進
め

て
ほ
し
い
と
の
協
力
要
請
が
あ

り
ま
し
た
。

　

有
給
休
暇
を
取
ら
せ
て
も
ら

え
な
い
、
有
給
休
暇
は
な
い
な

ど
労
働
に
関
す
る
困
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
連
合
新
潟
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
」

と
は
、
国
際
労
働
組
合
総
連
合

（
Ｉ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
）が
提
起
す
る「
働

き
が
い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
仕

事
」
を
意
味
し
、
不
安
定
雇
用

や
失
業
者
の
増
加
、
格
差
・
貧

困
の
拡
大
に
よ
り
、
働
き
が
い

も
人
間
ら
し
さ
も
な
く
た
だ
機

械
の
よ
う
に
作
業
さ
せ
る
職
場

が
増
え
た
こ
と
を
背
景
に
生
ま

れ
た
言
葉
で
す
。
ま
さ
に
今
の

日
本
が
抱
え
る
課
題
そ
の
も
の

で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
私
た
ち

は
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
を

求
め
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

　

集
会
で
は
、
齋
藤
会
長
、
宮

口
県
央
地
協
議
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
リ
レ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
、

連
合
新
潟
女
性
委
員
会
・
細
川

さ
つ
き
さ
ん
よ
り
、
働
く
女
性

の
視
点
か
ら
「
女
性
参
画
を
す

す
め
る
た
め
に
は
男
性
の
働
き

方
改
善
が
必
要
」
と
訴
え
ま
し

た
。
つ
づ
い
て
、
連
合
新
潟
・

諸
橋
副
事
務
局
長
よ
り
最
低
賃

金
審
議
委
員
と
し
て
の
立
場
か

ら
、
今
年
の
最
低
賃
金
の
改
定

額
と
最
賃
引
上
げ
の
重
要
性
に

つ
い
て
訴
え
ま
し
た
。
集
会
ア

ピ
ー
ル
の
採
択
後
、
牧
野
事
務

局
長
の
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」

で
集
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

集
会
後
の
デ
モ
行
進
で
は
三

条
市
内
を
練
り
歩
き
、「
デ
ィ

ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
を
実
現
し

よ
う
！
」
と
力
強
く
訴
え
ま
し

た
。

「働くことを軸とする安心社会」
「1000万連合」の実現にむけて

連
合
新
潟
第
二
六
回
年
次
大
会

委
員
（
自
動
車
総
連
）、
藤
澤

執
行
委
員
（
私
鉄
総
連
）、
関

口
執
行
委
員
（
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
）

か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
最
後

に
齋
藤
会
長
の
「
団
結
が
ん
ば

ろ
う
」
で
閉
会
し
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
に
は
、
同
ホ
テ

ル
で
交
流
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、

お
よ
そ
一
六
〇
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
来
賓
に
は
米
山
新
潟
県

知
事
、篠
田
新
潟
市
長
、西
村
・

菊
田
衆
議
院
議
員
、
風
間
・
森

参
議
院
議
員
、
連
合
新
潟
推
薦

県
議
会
議
員
、
新
潟
市
議
会
議

員
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
を

迎
え
ま
し
た
。
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土曜相談会 12月は10日に開催

　

先
日
、
生
ま
れ
て

初
め
て「
佐
渡
ヶ
島
」

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

新
潟
県
民
で
あ
り
な

が
ら
、
こ
の
歳
で
佐

渡
に
行
っ
た
こ
と
が

な
い
と
は
何
事
か
！

と
同
行
し
た
皆
さ
ん

に
か
ら
か
わ
れ
な
が
ら
佐
渡
を
満

喫
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
本

当
に
素
晴
ら
し
い
。
山
に
は
歴
史

あ
る
天
然
杉
、
平
地
に
は
広
い
田

畑
と
収
穫
物
、
空
に
は
ト
キ
、
海

に
は
海
産
物
と
ま
さ
に
オ
ー
ル
マ

イ
テ
ィ
ー
。
い
や
、
本
当
に
も
う

一
度
行
き
た
い
。
も
っ
と
い
ろ
ん

な
佐
渡
を
見
て
み
た
く
な
り
ま
し

た
。

　

も
し
、
ま
だ
行
っ
て
な
い
方
い

た
ら
「
何
事
か
！
」
と
言
わ
れ
る

前
に
こ
っ
そ
り（
笑
）堪
能
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。�

（
ラ
イ
麦
）

10月度のホーム・ページ アンケート結果発表
質問：�10月のアンケートは「あなたは今の仕事に『働

きがい』を感じますか？」でした。
　結果を見ると、「とても感じる43％」、「まぁまぁ感じ
る13％」ということで半分以上の方が働きがいを感じて
いるようですね。実はこのアンケート、昨年も同じ内容
で行ったのですが、「とても感じる」という方が「12％」
という残念な結果でした。毎年、連合新潟では、「すべ
ての人のディーセントワークの実現」に向けて取り組ん
でいますが、その成果が出ているのでしょうか。
　11月のＨＰアンケートは「お酒」に関する話題です。
投票をお待ちしています！

学
生
に
向
け
て

ワ
ー
ク
ル
ー
ル
を
講
義

女
性
に
対
す
る

暴
力
撤
廃
の
国
際
デ
ー

イ
ト
の
有
給
休
暇
、
弁
償
の
必

要
性
な
ど
に
つ
い
て
も
説
明
し

ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
は
、
過
去
の
労
働

相
談
か
ら
労
働
者
・
使
用
者
双

方
が
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
を
知
ら
な

い
こ
と
が
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が

っ
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
ワ

ー
ク
ル
ー
ル
を
学
ぶ
必
要
性
を

訴
え
、
教
育
委
員
会
へ
の
要
請

や
出
前
講
座
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

一
一
月
五
日
、
新
潟
駅
前
で
連
合
新
潟
女
性
委
員
会

が
女
性
へ
の
暴
力
撤
廃
の
た
め
の
街
宣
行
動
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
活
動
は
、
国
連
が
提
唱
す
る
一
一
月
二
五

日
の
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
の
国
際
デ
ー
」
に
連

帯
し
、
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
女
性
委
員
は
、
駅
前
を

行
き
交
う
市
民
へ
チ
ラ
シ
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
な

が
ら
、「
女
性
の
一
〇
人
に
一
人
が
暴
力
に
よ
り
、
悩

み
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
一
人
で
悩
む
こ
と
な
く
早
め
に

相
談
を
し
ま
し
ょ
う
。」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

女
性
へ
の
暴
力

が
年
々
増
加
し
て

い
る
傾
向
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
女
性

委
員
会
で
は
こ
の

取
り
組
み
を
更
に

推
し
進
め
ま
す
。

　

一
〇
月
二
七
日
、
新
潟
大
学

の
一
年
生
お
よ
そ
一
六
〇
人
に

「
身
近
な
事
例
（
ア
ル
バ
イ
ト

等
）
か
ら
考
え
る
労
働
」
と
題

し
て
、
質
問
を
ま
じ
え
た
講
義

を
行
い
ま
し
た
。

　

例
を
あ
げ
る
と
「
求
人
広
告

で
時
給
九
〇
〇
円
と
掲
載
さ
れ

て
い
た
が
、
面
接
で
は
ま
っ
た

く
経
験
が
な
い
か
ら
八
〇
〇
円

と
言
わ
れ
て
了
承
し
て
し
ま
っ

た
」
と
い
う
問
い
に
対
し
、
Ａ

「
労
働
者
は
了
承
し
た
の
で
、

時
給
八
〇
〇
円
を
支
払
え
ば
よ

い
」
よ
り
も
、
Ｂ
「
求
人
広
告

に
あ
る
時
給
九
〇
〇
円
を
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
選

ぶ
学
生
が
多
く
い
ま
し
た
。
正

解
は
Ａ
で
す
。
契
約
は
口
約
束

で
も
成
立
し
ま
す
。
契
約
を
結

ぶ
と
き
は
、
事
前
に
書
面
（
労

働
条
件
通
知
書
）
で
確
認
す
る

必
要
性
を
伝
え
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
に
も
最
低
賃
金
や
ア
ル
バ

　

一
〇
月
三
〇
日
か
ら
三
一
日
、

佐
渡
市
に
て
、
食
と
環
境
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク（
通
称
＝
食
ネ
ッ
ト
）

現
地
視
察
研
修
会
・
第
二
回
幹

事
会
」
を
開
き
ま
し
た
。
今
回

は
「
大
佐
渡
石
名
天
然
杉
」
と

「
ト
キ
の
森
公
園
」
を
視
察
し
、

そ
れ
ぞ
れ
現
地
の
専
門
ガ
イ
ド

の
方
か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら

　

一
一
月
五
日
、
新
潟
市
万
代

シ
ル
バ
ー
ホ
テ
ル
で
青
年
委
員

会
と
女
性
委
員
会
の
両
総
会
が

そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
ま
し
た
。

　

青
年
委
員
会
総
会
の
議
題
で

は
、
活
動
報
告
・
財
政
報
告
の

承
認
と
、
二
〇
一
七
年
度
の
活

動
方
針
・
予
算
な
ど
を
確
認
し

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
総
会
で

委
員
に
三
人
が
新
た
に
就
任
し

ま
し
た
。
結
び
に
は
、
山
田
委

員
長
の
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
に
よ

り
、
み
ん
な
で
今
後
の
取
り
組

み
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

女
性
委
員
会
総
会
で
は
、
昨

年
度
の
取
組
を
確
認
す
る
と
と

「
イ
ク
メ
ン
の
推
進
」
な
ど
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、
女

性
委
員
会
か
ら
、
県
内
で
働
く

女
性
た
ち
の
現
状
と
様
々
な
課

題
の
解
決
に
向
け
て
、
更
な
る

取
り
組
み
の
強
化
を
求
め
ま
し

た
。
と
く
に
、
保
育
施
設
に
お

け
る
課
題
や
女
性
活
躍
推
進
法

に
と
も
な
う
県
の
推
進
計
画
の

充
実
に
つ
い
て
強
く
訴
え
ま
し

た
。

青
年
委
員
会
・
女
性
委
員
会

新
体
制
ス
タ
ー
ト

県
内
で
働
く
女
性
の
声
を
伝
え
る

新
潟
県
・
食
と
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

取
り
組
み

2017年度青年委員会・女性委員会新役員

役　職 氏　　名 構成組織 氏　　名 構成組織

委 員 長 山田　隆之 ＪＡＭ新潟 倉田千代子 自 治 労

副委員長 佐藤　栄二 自 治 労 本保真由美 日 教 組

吉田　　健 交通労連

事務局長 山上　　翼 ＪＰ労組 細川さつき ＪＡＭ新潟

事務局次長 小林　貴人 日 教 組 高橋奈緒美 情報労連

委 員 村山　隼人 電機連合 藤井千代美 日 教 組

内藤　　裕 紙パ連合 上村　葉子 電機連合

村山ゆう菜 情報労連 遠藤江里子 電力総連

信田源太郎 情報労連 手塚　晶子 ＪＰ労組

廣田　友香 日 教 組 近藤　絢香 全 労 金

皆川　慶輔 電力総連

金子　勇樹 基幹労連

陸　　伸宏 全 労 金

も
に
、
新
年
度
の
方
針
と
し
て
、

政
策
・
制
度
の
充
実
、
青
年
委

員
会
と
の
連
携
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
新
年
度
の
役
員
体
制
は
、

倉
田
千
代
子
さ
ん
（
自
治
労
）

の
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
天

然
杉
の
歴
史
や
風
土
、
ト
キ
復

活
か
ら
現
在
ま
で
の
状
況
な
ど

を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
佐
渡
の

自
然
環
境
の
豊
か
さ
や
素
晴
ら

し
さ
を
詳
し
く
知
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
一
月
三
日
、
新
潟

市
ア
グ
リ
パ
ー
ク
に
て
「
食
ネ

ッ
ト
二
〇
一
六
体
験
型
学
習

会
」
を
開
き
ま
し
た
。
今
年
は

子
ど
も
三
三
人
を
含
む
六
八
人

の
参
加
が
あ
り
、「
畑
で
の
作

物
の
収
穫
」「
野
菜
を
使
っ
た

ド
リ
ン
ク
作
り
」「
ヤ
ギ
・
ヒ

ツ
ジ
へ
の
餌
や
り
」
な
ど
を
体

験
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
ふ
だ
ん
収
穫
や
餌
や
り
な
ど

し
た
こ
と
が
な
く
良
い
体
験
だ

っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
食
ネ
ッ
ト
で
は
、

今
後
も
食
と
環
境
の
大
切
さ
を

発
信
す
る
た
め
、
活
動
を
す
す

め
て
い
き
ま
す
。

が
新
委
員
長
に
就
任
し
、
力
強

い
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
で
総

会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
連
合
副

事
務
局
長
・
山
本
和
代
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
む
け

て
」
の
演
題
で
講
演
会
を
開
き

ま
し
た
。

　

一
〇
月
二
〇
日
、
連
合
新
潟

女
性
委
員
会
は
、
新
潟
県
と
新

潟
労
働
局
と
と
も
に
女
性
労
働

問
題
懇
談
会
を
開
き
、
連
合
新

潟
女
性
委
員
会
か
ら
は
池
田
委

員
長
を
は
じ
め
五
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
新
潟
県
と
新
潟
労

働
局
か
ら
「
育
児
・
介
護
休
業

法
の
改
正
」、「
ハ
ッ
ピ
ー
パ
ー

ト
ナ
ー
企
業
」、「
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
状
況
」、


